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部材干渉検討は時間がかかり、

見ためも分かりづらい

２Ｄ構造図から部材干渉点を見極める

経験値が必要である
干渉点が分かっても、形を変えて再検討するにも

時間がかかる

全て２Ｄ表現のため、直観的に干渉点を把握

しづらいく、見づらい

３Ｄ‐ＣＡＤで簡単に干渉判定ができればイイ！！

部材干渉検討

検討日数：平均２週間

仕上がり：分かりづら
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「Excel入力」のみで簡単！

①パネル高さ

②押さえ幅

③結構タイプ

④部材サイズ（任意）

⑤片継脚

新設鉄塔＋既設鉄塔の装柱を入力

◆①～⑤を順に入力するだけ。

◆部材サイズは指示してもしなく

てもＯＫ！

（もちろんサイズ指示もできます）

◆片継脚も再現！
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「Excel入力」のみで簡単！

①相対位置

②作画

③作画＋干渉判定

ＯＲ

◆新設鉄塔の相対位置を

ＸＹＺ、回転角で入力

◆新設鉄塔のみや、新旧両方など

多彩なパターンで３Ｄ作画

◆線またはソリッド（肉付け）で

作画選択できる

◆入力が終わったら、ボタン１つで、

３Ｄ鉄塔を作画・部材干渉まで完了
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「３Ｄ‐ＣＡＤ」で見やすい！

◆最大接近する場所に、接近線が

作図される

◆部材の干渉が、簡単にわかる

◆干渉判定の出た部材は、色が

変わります
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「基礎体」も再現可能！
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３Ｄプリンタデータ出力可能




